
別紙１ 

 

美浜原子力防災訓練おける自己評価、課題整理（原子力事業本部） 

 

１．評価結果 

（１）総評 

美浜原子力防災訓練での本店対策本部運営訓練（ＥＲＣ連携訓練含む）等を実施し

た結果、前回訓練の課題対策については、概ね良好な結果が得られた。 

なお、基本動作の定着については、ＥＲＣアンケート結果、プレイヤー自己評価結

果を踏まえ、良好事例、改善事例を蓄積し、更なる習熟を図る必要がある。 

 

２．実施状況の検討 

（１）訓練課題への対応 

今回の訓練では、平成３０年度美浜原子力防災訓練（２０１９．２）、大飯高浜要素

訓練（２０１９．４）での課題改善策として、下記の有効性の検証を行った。 

① 発電所対策本部との連携の改善 

② 社外持出資機材の事前操作漏れの改善 

③ 基本動作の定着 

 

① 発電所対策本部との連携の改善 

課題 原因 対策 

負傷者の発生状況につい

て、発電所対策本部からの情

報入手の遅れ、ＥＲＣへの報

告遅れが生じた。 

発電所の TV会議専任者の発

話情報を補足するものとし

て、発電所対策本部内の状況

を電話会議音声から拾う役目

であるＰＳウォッチャー（本

店対策本部、即応センター情

報チーム）においては、発電

所対策本部内での負傷者情報

を聞き取れず、TV会議専任者

からの発話は次回の全社情報

共有会議時で、情報を入手し

た。 

即応センター情報チームに

おいては、収集すべき情報が

漏れていたことを踏まえ、発

電所の TV会議専任者の発話

情報を補足するものとして、

発電所対策本部内全体の音声

を別チームにおいてメモ化

し、これを即応センター情報

チームにおける TV会議専任

者の発話メモと比較し、情報

漏れをチェックする役割をホ

ワイトボード係に設けた。 

なお、チェック対象の情報

については、情報の重要性、

他ルートでの情報入手の多様

性および実行性を考慮し、速

報を TV会議専任者の発話に

頼る「EAL実績」「負傷者情

報」に限定することとした。 
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（検証方法） 

ＥＲＣ連携訓練において、 

ａ．即応センター情報チームのホワイトボード係において、マニュアルに基づく

情報連携漏れのチェックが実施できていること。 

ｂ．訓練後の振り返りにおいて、入手した情報に対して「ＥＡＬ実績」、「負傷者

情報」に係るチェック漏れが無かったこと。 

を確認する。 

 

（結果） 

ａ．の実施状況 

別添－１のとおり、情報連携漏れのチェックが、情報フローにもとづき実施し

ていた。 

ｂ．の実施状況 

別添－１のとおり、「ＥＡＬ実績」、「負傷者情報」に係るチェック漏れを実施で

きていた。 

なお、本情報チェック漏れの対応の対策外ではあるが、ＡＬ４２の発信状況に

ついて、ＮＲＡへの発話がなかった 

 

以上より、今回の発電所対策本部との連携の改善策の活動は十分に実施できてい

た。 

なお、ＡＬ４２の未発話については、ＬＯＣＡ発生のプラント状況説明の際、Ａ

Ｌ４２、ＳＥ２１、ＧＥ２１の同時発生に関して、ＥＲＣから「ＧＥを優先して説

明すること」を受け、事象、戦略説明を優先し、ＡＬの説明を通報票に任せ発話し

なかったものである。情報メモとしてＥＲＣ説明者には情報が伝わっており、ＥＲ

Ｃ説明のケースバイケースとして対応した結果であり、問題ないと考える。 
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② 社外持出資機材の事前操作漏れの改善 

課題 原因 対策 

中核施設（現地本部）の本

部施設立ち上げにおいて、現

地本部の資機材であるパソコ

ンに関して、一部が起動でき

なかった。 

現地本部の資機材であるパソ

コンは、利用者本人が、利用

しようとする前に、利用登録

を、社内ＬＡＮに接続した状

態で実施する必要がある。 

今回、中核施設（現地本部）

を設置した美浜整備センター

には社内ＬＡＮ環境がないた

め、中核施設（現地本部）で

使用するパソコンを本店対策

本部（若狭）から移動する前

に初回の利用登録を行う必要

があったが、本運用について

マニュアルへの明記がなく、

一部の要員が実施できていな

かった。 

中核施設（現地本部）の本部
施設立ち上げにおいて、要員
派遣前に必要な事前準備およ
び代替措置について、マニュ
アルに明記した。 
また、同様の事象が発生す

る可能性のある、社外へパソ

コンを持ち出す運用が必要な

活動についても、同様に関連

マニュアルに明記した。 

 

（検証方法） 

現地支援拠点の設営訓練の初動対応（資機材持出し）において、 

ａ．現地支援チームの要員派遣時の資機材持出しにおいて、マニュアルに基づき

事前操作を漏れなく実施できること。 

を確認する。 

 

（結果） 

ａ．の実施状況 

別添－１のとおり、マニュアルに基づき資機材持出時のパソコン操作を実施し

た。 

 

以上より、前回訓練の課題対策が十分に実施できていることを確認した。 
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③ 基本動作の定着 

課題 原因 対策 

複数サイト発災時のＴＶ会

議運用の改善として、緊急情

報を適時カットインし、遅滞

なくＥＲＣへ報告できたもの

の、「発電所」「号機」の異な

る情報が都度カットインされ

るため、情報輻輳時には、Ｅ

ＲＣ側（受け手側）に対し

て、より分かりやすい説明方

法として、基本動作（発電所

名・号機の発話、重要な情報

が伝達されたことの確認等）

の定着が必要であるものの、

今回プレイヤーの対応で一

部、基本動作の漏れがあっ

た。 

今回のＥＲＣ説明者２名の

うち、１名は初めてのＥＲＣ

連携訓練のプレイヤーであっ

た。 

基本動作（発電所名・号機

の発話、重要な情報が伝達さ

れたことの確認等）は概ね実

施できており、当人の認識漏

れ等があるわけではない。 

基本動作については、既に

マニュアルに定めているもの

の、人を相手に分かりやすく

説明する行為であることか

ら、ケースバイケースで対応

すべき場面もあり、プレイヤ

ー本人の経験、判断に頼る部

分もあり、ＥＲＣ説明の対応

において、あるべき姿が分か

りにくい面があった。 

 

基本動作の定着策として、

ＥＲＣ説明の運用に関して

「良好事例／改善事例集」を

作成し、ＥＲＣ説明者等への

教育を行う。 

 

（検証方法） 

即応Ｃ情報チームによるＥＲＣプラント班への説明について、下記の視点で基本動

作の定着状況を確認する。 

ｇ．数字を含む重要な情報（ＥＡＬ実績時間等）は、「メモ（書画）併用」または「発話の繰

り返し」。 

（結果） 

別添－１、２、３のとおり、概ね実施できていた。 

 

基本動作として、概ね実施できているものの、ＥＲＣプラント班アンケートを踏ま

えて、発話ミスの低減など、更なる良好事例、改善事例の蓄積等により、基本動作の

習熟を図る必要がある。 

  

ａ．必要な情報（事故・プラント状況、進展予測・対応戦略、戦略の進捗、ＥＡＬ判断理由）

の説明。 

ｂ．定期的（１時間毎を目安）な俯瞰説明（ａ．関連）。 

ｃ．緊急情報（ＳＥ・ＧＥ、事故収束戦略、負傷者情報）のカットイン。 

ｄ．資料等（ＥＲＣ備付資料、書画装置（メモ）、ＥＲＳＳデータ、ＣＯＰ）の活用による視覚

的な分かりやすさ。 

ｅ．ＣＯＰ手書き更新による説明資料の最新化。 

ｆ．明確な発話（サイト名、号機、時刻）、書画使用時のブレ防止、ピント調整。 
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（２）情報フローに基づく対応 

今回の訓練において、発電所対策本部との連携の改善として、ホワイトボード係に

情報漏れチェックの新たな役務を新設したことから、即応センター情報チーム内での

情報フローを明確化すべく、あらかじめ情報フロー（別添－４）を作成し、本フロー

に基づき各情報（ＥＡＬ、プラント状況、事故収束対応戦略、戦略進捗、質問回答）

がチーム内で情報が滞ることなく、適切に対応できたことを確認した。 

なお、ＥＲＣへの情報提供に関して、プラント状況に関して「時間」の説明が遅れ

る点があった。これは、ＴＶ会議専任者からの発話においては「時間」は確実に含ま

れていたものの、この発話に先立つ発電所対策本部内の音声を集音し、いち早く情報

提供することを優先したものであるが、この発電所対策本部内の音声においては「〇

〇ポンプトリップ」といった第１声で、時間の発話がない場合もあり、このような場

合において時間情報なしでプラント状況の説明用メモを作成したため、ＥＲＣへの情

報提供に関して「時間」の説明が遅れていた。 

 

本件については、「ＴＶ会議専任者の発話（時間も含まれる）まで説明用メモの作成

を待つ」または「即応Ｃ情報チームにおいてＳＰＤＳから時間情報を読み取り“頃”

として追記する」等の対応が考えられ、情報の受け手であるＥＲＣ側の意見も確認し

ながら対策を進める。 

 

 

（３）ＥＲＣリエゾンによる対応 

大飯高浜訓練（２０１８．１２）でのアンケートにおいて、ＥＲＣリエゾンの積極

的な活動に関する要望があったことを踏まえ、下記をマニュアルに反映（明確化）

し、今回の訓練においても良好に対応できた。 

＜ＥＲＣ派遣者マニュアル抜粋＞ 

ｂ．ERCプラント班への技術的説明 

・技術説明要員は、ERCプラント班と即応センター情報チームとの TV会議に同

席する。 

・原則として ERC プラント班は、統合原子力防災 NW の TV 会議等を用いて、本

店本部－即応センター情報チームから情報を入手することとなっているが、

ERC職員からの TV 会議内容の補足説明の要請や質問等について、必要に応じ

て本店本部－即応センター情報チームに問合せのうえ技術説明要員が対応す

る。 

・1名は資料配布・情報収集等（TV会議対応者（オンサイト総括、ERCプラント

班長等）以外の ERCプラント班員への質問事項の有無確認）の対応を実施し、

1 名は ERC プラント班の横で ERC プラント班の要望を適宜聞き取りするとと

もに、即応センター情報チームからの説明に合わせて関連資料（資料集、系統

図、フローチャートなど）を用いて補足説明を実施する。 
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（具体的には、ERC 備付資料から関連事項を準備し、ERC プラント班の理解状

況に応じて補足説明を実施。理解状況が不明な場合、積極的に関連事項を提

示し、コミュニケーションを図る。） 

 

ｃ．ERCプラント班対応時の心得 

・最新の COPを ERCに提供した後、TV会議等を通じて配布済みであることを即

応センター情報チームに連絡する。 

・資料配布の際、ERC プラント班の各テーブルへの配布漏れが無いよう留意す

る。（特に、ERCプラント班のうち、TV会議システム担当（参考資料参照）等） 

 

 

 

（４）ＥＲＣプラント班アンケート結果、プレイヤー自己評価結果 

ＥＲＣプラント班からのアンケート結果およびプレイヤーの自己評価を精査した

結果、課題は下記の課題を抽出した。 

類型化 課 題・対策案 

① 即応Ｃ－ＥＲＣ間情報共有（運用） 

 （課題） 

・発話ミスが多く、スムーズな説明ができなかった。 

 

（原因） 

ａ．ＥＲＣ説明者※がＥＲＣ連携訓練の初参加であり、ＥＲＣ対応の経

験が不足していた。 

※：当日のくじ引きにより選定。 

ｂ．ＥＲＣに説明する元情報となる情報メモについて、速さを重視して

ＴＶ会議専任者の正式発話（時間含む）を待たずに、発電所本部内音

声を基に情報メモを作成した結果、一部に時間情報のないメモに基づ

き説明するため、時間の報告が遅れた。（＊） 

ｃ．ＥＲＣへの速やかな情報提供に傾倒しすぎた結果、受け取った情報

について、頭の整理が中途半端な状態で発話を開始した結果、発話ミ

スに繋がった。（＊） 

 

（対策案） 

・良好事例／課題事例を蓄積し、教材として整理した上で、教育により

力量向上を図る。（ａ．ｃ．対応） 

・情報メモの情報量の向上策（ＴＶ会議専任者の発話を待ってメモ作成 

or 即応Ｃ情報チーム内でのＳＰＤＳ等による情報の追加等）を行う。

（ｂ．対応） 
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類型化 課 題・対策案 

② ＥＲＣ説明（備付資料） 

 （課題・原因） 

・ＳＦＰ関連図の誤記（サイフォンブレーカ高さとＡＬ高さの関係）に

よる説明時の混乱 

（対策案） 

・ＳＦＰ関連図を適正化する。 

③ 本店内情報共有（体制） 

 （課題） 

・ＥＲＣプラント班からのＱＡ対応に関して、リエゾン経由のものは、

ＣＯＰ・リエゾン担当者からＱＡ担当者を通じて各機能班に問い合わ

せを行い、各機能班で回答を作成する運用であるが、ＱＡ担当者がそ

の場で即答できるような軽微なＱＡについては、ＱＡ担当者自身で回

答して良いのか、裁量が不明確。（＊） 

（原因） 

・本件に関する裁量について、マニュアル上で明確化されていない。 

（対策案） 

・各機能班に問い合わせせずに回答可能なＱＡについて、即応Ｃ情報チ

ーム内だけで回答する運用を明確化する。 

＊：プレイヤーの自己評価による抽出。 

 

 

以 上 
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別紙２ 

美浜原子力防災訓練おける自己評価、課題整理（美浜発電所） 

 

１．評価結果 

（１）総評 

美浜原子力防災訓練での発電所本部運営訓練を実施した結果、前回訓練の課題対策

については、概ね良好な結果が得られた。 

 

２．実施状況の検討 

（１）前回訓練課題への対応 

今回の訓練では、平成３０年度美浜原子力防災訓練（２０１９．２）での課題改善

策として、下記の有効性の検証を行った。 

・ 本店対策本部との連携の改善 

 

・本店対策本部との連携の改善 

課題 原因 対策 

本店対策本部（若狭）に対

して、負傷者情報等につい

て、遅滞なく報告すべきとこ

ろ、次回の全社会議に報告す

るまでの間、報告しなかっ

た。 

発電所対策本部各班から発

電所本部内への報告は、遅滞

なく実施されており、TV 会議

専任者はその内容が電話会議

システムを通じて本店対策本

部（若狭）へ既に共有されてい

るものと判断していたため、

負傷者情報等については、次

回の全社会議時に、発話する

ことで問題ないと判断した。 

その結果、報告が遅れた。 

発電所対策本部各班からの

報告事項の内、遅滞なく本店

対策本部（若狭）と共有すべ

き情報の内容について、ホワ

イトボードに個別に記載し確

認できるようにした。 

また、上記記載について、

TV会議専任者の防災業務チェ

ックシートに記載した。 

 

（検証方法） 

発電所本部運営訓練において、 

本店対策本部（若狭）と共有すべき情報について、発生の都度、ＴＶ会議専任者 

が発話できたかを確認する。 

 

（結果） 

実施状況 

別添－５のとおり、複数の負傷者の発生情報について、本店対策本部(若狭)に

対し、遅滞なく報告が実施できた。 
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（２）今回訓練の課題の抽出 

     下記のとおり、訓練振り返り、ＥＲＣプラント班アンケートおよび訓練参加者

のアンケート結果等より、課題の抽出を行い、改善向けた取り組みを検討する。 

 

No 区分 課題 原因 対策 関連 

ｱﾝｹｰﾄ 

1 発電所内 

情報共有 

（運用） 

指揮者の問いか

けに対し返答が

なく、理解して

いるのかわから

ない場面があっ

た。 

現運用は、本部内

の混乱を避けるた

め、班によっては

マイクを使用した

発言を実施してお

らず、返答が伝わ

りにくかった。 

各機能班のマイク

を使用した発言に

対する運用を検討

する。 

No.8 

2 発電所－ 

即応Ｃ間 

情報共有 

（運用） 

EALに関し発電所

は、本部に対し

厳しい状況を伝

えるべきであっ

た。 

発電所は EALなっ

た時点で発話すれ

ばいいものと考え

ており、EALにな

る前の発話は実施

していなかった。 

EAL に進展しそうな

事象が発生した場

合は、積極的に発話

するようにする。 

No.52 

 

（３）ＥＡＬ判断の妥当性 

     別添－６のとおり、今回の訓練におけるＥＡＬ判断の妥当性について、事象の

発生から判断までの実績を確認し、問題がないことを確認した。 

 

（４）ＦＡＸ通報票の記載の確認 

     別添－７のとおり、今回の訓練における原災法通報票の、記載内容（誤字、脱

字、内容の適正）について問題ないことを確認した。 

      

以 上 
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美浜原子力防災訓練 課題改善検証シート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「評価結果」には下記のいずれかを記載する。 

評価結果 評価結果の判断基準 

４ 評価の視点で必要とされる内容について、十分に達成できている。 

３ 評価の視点で必要とされる内容について、一部を除き達成できている。 

２ 評価の視点で必要とされる内容について、半数近く達成されていない。 

１ 評価の視点で必要とされる内容について、ほとんど達成できていない。 

－ 今回の訓練では評価できない項目である。 

 

 

■評価対象：即応センター情報チーム、現地支援チーム 

 

 

評価期日 2019年 10月 18日    評価者          

  

検証項目： 

１．発電所対策本部との連携の改善 

２．社外持出資機材の事前操作漏れの改善 

３．基本動作の定着 

10
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Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

１ 発電所対策本部との連携の改善 

■発電所対策本部からの情報について、複数ルート情報による情報連携漏れのチェックが

適切に実施できること。 

① 即応センター情報チームのホワイトボード係において、マニュアルに基づく情報連携 

漏れのチェックが実施できていることを確認する。 

② 訓練後の振り返りにおいて、入手した情報に対して「ＥＡＬ実績」、「負傷者情報」に係る

チェック漏れが無かったことを確認する。【訓練後の評価】 

４ 

シナリオ ①実施状況 ②実施状況 備考 

13:30～13:59 

Ｍ３：○地震による原子炉トリップ、○外部電源喪失、○Ｂ－ＤＧ起動失敗［１５分後ＡＬ

２５］、○ＳＦＰ水位低下［ＡＬ３０設定水位に到達］、○負傷者発生、 

○空冷ＤＧ起動不可（遠隔、現地） 

４ ４ 

 

14:00～14:39 

Ｍ３：○２次系での冷却開始、○ＳＧ水位ＮＲ０％未満到達、○タービン動補助給水ポン

プ自動停止［ＡＬ２４］、○Ａ電動補助給水ポンプトリップ［ＳＥ２４］、○負傷者発生 

４ ４ 

 

14:40～15:09 

Ｍ３：○ＬＯＣＡ発生、○ＥＣＣＳ作動［ＡＬ４２］、○高圧・低圧注入ポンプ起動失敗［ＳＥ 

２１・ＧＥ２１］、○ＣＶスプレイ設定値到達、○ＳＦＰ水位低継続［ＡＬ３０］、 

○Ａ，Ｂ内部スプレポンプによる代替炉心注入開始 ４ ３ 

入手したＥＡＬ情報に係るチェック漏れは

なかったものの、原災法１５条認定会議

において、ＧＥ２１、ＧＥ２４、ＧＥ４２の判断

情報で混乱をきたしていた。またＥＣＣＳ

作動を報告していたもののＡＬ４２の判断

情報を報告していなかった。 

15:10～15:49 

Ｍ３：○Ａ－ＤＧトリップ、○ＳＢＯ発生、○炉心出口温度３５０℃到達［ＳＥ４２］、 

○ＳＢＯ３０分継続［ＳＥ２５］、○２ｕＢ空冷ＤＧからの号機間電力融通開始、 

○恒設代替低圧注水ポンプによる代替炉心注水開始、 

○原子炉下部キャビティ注水ポンプによる代替ＣＶスプレイ開始 

４ ４ 

 

15:50～16:40 

Ｍ３：○Ｂ－ＤＧ復旧、○Ｂ電動補助給水ポンプ起動、○Ｂ余熱除去ポンプ起動、 

○Ｂ系内部スプレポンプ起動失敗、○ＣＶ内自然対流冷却の準備開始、 

○Ｂ余熱除去ポンプによるＣＶ再循環運転へ切替 

４ ４ 

 

（訓練シナリオ上のチェックポイント） 

11



3 

  

 

  

Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

２ 
社外持出資機材の事前操作漏れの

改善 

■現地支援拠点の設営訓練の初動対応（資機材持出し）において、必要な事前操作が適切

に実施できること。 

① 現地支援チームの要員派遣時の資機材持出しにおいて、マニュアルに基づき事前操

作を漏れなく実施できることを確認する。 

４ 

（備考） 

現地支援チームの要員は、マニュアルに基づいて、保管ラックから持ち出し用 PCを取り出して起動し、KINDネット環境下でログインを実施したことを確

認した。 
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Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

３ 基本動作の定着 

■即応Ｃ情報チームによるＥＲＣプラント班への説明について、基本動作の定着状況を確認する。【訓練後

のビデオ振り返りによる評価】 

① 必要な情報（事故・プラント状況、進展予測・対応戦略、戦略の進捗、ＥＡＬ判断理由）の説明。 

② 定期的（１時間毎を目安）な俯瞰説明（①関連）。 

③ 緊急情報（ＳＥ・ＧＥ、事故収束戦略、負傷者情報）のカットイン。 

④ 資料等（ＥＲＣ備付資料、書画装置（メモ）、ＥＲＳＳデータ、ＣＯＰ）の活用による視覚的な分かりやすさ。 

⑤ ＣＯＰ手書き更新による説明資料の最新化。 

⑥ 明確な発話（サイト名、号機、時刻）、書画使用時のブレ防止、ピント調整。 

⑦ 数字を含む重要な情報（ＥＡＬ実績時間等）は、「メモ（書画）併用」または「発話の繰り返し」。 

３ 

（訓練シナリオ上のチェックポイント） 

シナリオ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 備考 

13:30～13:59 

Ｍ３：○地震による原子炉トリップ、○外部電源喪失、○Ｂ－ＤＧ起動失敗［１５分後ＡＬ

２５］、○ＳＦＰ水位低下［ＡＬ３０設定水位に到達］、○負傷者発生、 

○空冷ＤＧ起動不可（遠隔、現地） 

３ ３ ４ ３ － ３ ４ 

 

14:00～14:39 

Ｍ３：○２次系での冷却開始、○ＳＧ水位ＮＲ０％未満到達、○タービン動補助給水ポン

プ自動停止［ＡＬ２４］、○Ａ電動補助給水ポンプトリップ［ＳＥ２４］、○負傷者発生 

３ ４ ４ ３ ４ ３ ４ 

 

14:40～15:09 

Ｍ３：○ＬＯＣＡ発生、○ＥＣＣＳ作動［ＡＬ４２］、○高圧・低圧注入ポンプ起動失敗［ＳＥ 

２１・ＧＥ２１］、○ＣＶスプレイ設定値到達、○ＳＦＰ水位低継続［ＡＬ３０］、 

○Ａ，Ｂ内部スプレポンプによる代替炉心注入開始 

３ ４ ３ ３ ４ ３ ３ 

 

15:10～15:49 

Ｍ３：○Ａ－ＤＧトリップ、○ＳＢＯ発生、○炉心出口温度３５０℃到達［ＳＥ４２］、 

○ＳＢＯ３０分継続［ＳＥ２５］、○２ｕＢ空冷ＤＧからの号機間電力融通開始、 

○恒設代替低圧注水ポンプによる代替炉心注水開始、 

○原子炉下部キャビティ注水ポンプによる代替ＣＶスプレイ開始 

３ ４ ４ ４ ４ ３ ４ 

 

15:50～16:40 

Ｍ３：○Ｂ－ＤＧ復旧、○Ｂ電動補助給水ポンプ起動、○Ｂ余熱除去ポンプ起動、 

○Ｂ系内部スプレポンプ起動失敗、○ＣＶ内自然対流冷却の準備開始、 

○Ｂ余熱除去ポンプによるＣＶ再循環運転へ切替 

３ ４ ４ ４ ４ ３ ４ 
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別添－２ 

1 
 

防災訓練主要シナリオと ERC説明実績 

１．（１）美浜発電所３号機 防災訓練主要シナリオと ERC説明実績 

 

時刻 プラント事象（美浜１号） プラント事象（美浜２号） プラント事象（美浜３号） EAL COP発行 ERC説明実績（時間は説明時間） 

事象 
発生前 

廃止措置段階 廃止措置段階 定格熱出力一定運転中    

13:30 地震発生（美浜町：震度６弱） 
 

・外部電源喪失 
・A-DG起動失敗（SBO発生） 
・SFP冷却水配管漏洩発生 

地震発生（美浜町：震度６弱） 
 

・外部電源喪失 
・A-DG起動失敗（SBO発生） 

地震発生（美浜町：震度６弱） 
・原子炉トリップ 

・外部電源喪失 
  →A-DG起動成功、B-DG起動失敗 
・SFP冷却水配管漏洩発生 

AL 
(地震) 

 13:33【ERCとの TV会議開始】 
13:35 プラント状況（3u 原子炉トリッ

プ、1～3u 電源状況） 
13:47 1～3u SFP水位低下 

13:45  ・SFP水位低下停止  AL25  13:54 3u AL25（13:50判断、13:35 B-DG
起動失敗の 15分後） 

13:55   ・SFP水位 EL+31.0m到達  13:50 3uCOP① 13:58 3uCOP① 
14:02 3u SFP水位 EL+31.0m到達、AL30
見込み 

14:00     14:00 SFP① 14:07 SFP① 
[ERC指示に基づき 3uのみ説明] 

14:10   ・T/DAFWP自動停止 AL24  14:14 3u AL24 

14:13   ・SFP水位低下停止    

14:20   ・A-M/DAFWPトリップ SE24  14:23 3u SE24（14:22判断） 

14:30 ・SFP温度計故障 ・SFP水位計故障   14:30 3uCOP② 14:53 3uCOP② 

14:40 ・SFP水位低下停止  ・LOCA発生 
・ECCS作動 
・A-CH/SIPトリップ 

・C-CH/SIP起動失敗 
・A-RHRP起動失敗 
・CVスプレイ設定値到達 

・A,B-CSP起動 

AL42 
SE21 
GE21 

 14:43 3u LOCA発生 
14:44 3u ECCS作動、 

AL42（14:43判断） 

14:45 SE21、GE21（14:43判断） 
14:55 CVスプレイ設定値到達 
14:57 A,B-CSP起動 

14:41     14:41 SFP② [14:41 SFP②以降については、1～3uとも
に SFP水位低下が停止していることか

ら、説明省略] 

14:50     14:50 3uCOP③ 15:00 3uCOP③ 

14:55    AL30  14:58 AL30 

14:59   ・A,B-CSPによる RHRS-CSS 

連絡ラインでの炉心注入 

  15:01 3u A,B-CSPによる RHRS-CSS連絡ラ

インでの炉心注入 

15:10   ・A-DGトリップ（SBO発生）   15;12 3u A-DGトリップ（SBO発生）、
SE25、GE25見込み 

15:11 ・空冷 DG起動 
  →4-1A/B空冷 DG母線しゃ断器 

故障 

    15:20 1u 空冷 DG起動 
→4-1A/B空冷 DG母線しゃ断器故障 

15:20 ・空冷 DG停止    15:20 3uCOP④ 15:27 3uCOP④ 

15:25 ・SFP区域エリアモニタ（R-5）故障      

15:32   ・炉心出口温度 350℃到達 
・炉心出口温度 指示値ダウン 

SE42  15:34 3u SE42（15:33判断） 
15:35 3u 炉心出口温度 指示値ダウン 

15:40    SE25  15:41 3u SE25 
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凡例 

 ・赤字：発話未 

 ・青字：発話未（ＥＲＣ指示で資料送付のみ） 

 ・緑字：事務局想定時間とプレイヤー実績時刻が異なるもの 

 

  

時刻 プラント事象（美浜１号） プラント事象（美浜２号） プラント事象（美浜３号） EAL COP発行 ERC説明実績（時間は説明時間） 

15:42  ・B空冷 DG起動 ・2u空冷 DGを使用した 

号機間電力融通開始（電源復旧） 

  15:44 2u空冷 DG起動、2u空冷 DGを使用

した号機間電力融通開始 

15:44   ・恒設代替低圧注水ポンプ起動、 

炉心注水開始 
・原子炉下部キャビティ 
注水ポンプ起動、CVスプレイ開始 

  15:46 3u 恒設代替低圧注水ポンプ起動、

炉心注水開始 
原子炉下部キャビティ注水ポンプ起動、
CVスプレイ開始 

15:45     15:45 3uCOP⑤ 15:52 3uCOP⑤ 

15:50   ・B-DG復旧、起動   15:52 3u B-DG復旧、起動 

15:55   ・B-RHRP起動→炉心注水開始 
（恒設代替低圧注水ポンプによる 
炉心注水停止） 

  15:58 3u B-RHRP起動→炉心注水開始 

16:05   ・C,D-CSP起動失敗 
  →原子炉下部キャビティ注水 

ポンプによる CVスプレイ継続 

  16:07 3u C,D-CSP起動失敗 

16:10     16:10 3uCOP⑥ 16:32 3uCOP⑥ 

16:35 訓練終了 
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１．（２）ERC説明における書画画面の活用状況（美浜発電所） 注：時間は参考値（訓練ビデオの画面抽出時間） 

 
 

１３：３８ 美浜３号 初動状況説明 [ERSS] １３：５８ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2] １３：５８ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP3] 

 
  

１４：０２ 美浜３号 ＳＦＰ状況の説明 [ERC備付資料] １４：０４ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP4] １４：０７ 美浜３号 ＳＦＰ状況の説明 [SFPシート] 

   

良好事例 
〇初動対応（ＣＯＰ作成 
未）におけるＥＲＳＳ 
画面の活用 

良好事例 
〇ペン先を活用した指示 

観察事例 
〇説明中に画が動いてい
る（手で動かしている） 

良好事例 
〇ＥＲＣ備付資料の活用 

良好事例 
〇ＳＦＰシートの手書き更新 
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１４：０９ 美浜３号 ＳＦＰ状況の説明 [ERC備付資料] １４：１３ 美浜３号 ＳＦＰ状況の説明 [ERC備付資料] １４：２０ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] 

   
１４：２１ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP3（手書き）] １４：３０ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] １４：３０ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP4（手書き）] 

   

観察事例 
〇説明者が使う説明箇所を
指し示すペンの影響で画が
動いている 
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１４：３３ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP4（手書き）] １４：３４ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP4] １４：４１ 美浜３号 SG除熱機能維持手順の説明 [ERC備付資料] 

   

１４：５３ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] １４：５３ 美浜３号 電源復旧見込みの説明 [情報メモ] １５：００ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2] 

   

観察事例 
〇画が画面からずれていて
もかまわず説明している 

良好事例 
〇蛍光ペンによる状態説明 

良好事例 
〇復旧見込み時刻のメモ書き 
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１５：０２ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP3] １５：０４ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP4（手書き）] １５：１０ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] 

   

１５：２２ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] １５：２７ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2] １５：４６ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] 
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１５：４８ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] １５：５２ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2] １６：０４ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] 

   

１６：０６ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] １６：０９ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2（手書き）] １６：２１ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP3（手書き）] 

   

良好事例 
〇蛍光ペンにより炉心注入
ライン、CVスプレイライン
を個別に着色し説明 
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 １６：３２ 美浜３号 状況、戦略説明 [COP2] 
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別添－３ 

1 
 

COP手書き更新の実施状況 
１．美浜３号機 
発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
13:50 
3uCOP2
① 

13:56 発電所プレイヤーから受信 

 

13:58 ERCへ説明 

 
・手書き更新なし。（更新情報なし） 

14:20 ERCへ説明 

 
・T/D-AFWP自動停止（14:10）を踏まえ、当
該ポンプによる SG給水手段を削除するとと
もに B-M/D-AFWP（電源復旧待ち）、仮設中
圧ポンプによる SG給水手段を追加。 

③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
14:30 ERCへ説明 

 
・A-M/D-AFWPトリップ（14:20）を踏まえ、
当該ポンプによる SG給水手段を削除。 
・SG給水停止時刻（14:20）および蒸気発生器
ドライアウト予想時刻（15:20）を追記。 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
14:30 
3uCOP2
② 

14:47 発電所プレイヤーから受信 

 

14:53 ERCへ説明 

 
・炉心注水停止時刻（14:40）および炉心損傷予
想時刻（15:20）を追記。 

説明実績なし 

 
・A-CH/SIP停止、C-CH/SIPおよび A-RHRP
起動失敗（14:40）を踏まえ当該ポンプによる
炉心注水手段を削除。また、内部スプレイポ
ンプ、恒設代替低圧注水ポンプによる炉心注
水手段を追加。 
・A,B内部スプレイポンプによる CVスプレイ
起動中、および原子炉下部キャビティ注水ポ
ンプによる CVスプレイ手段を追加。 
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3 

 
発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
14:50 
3uCOP2
③ 

14:59 発電所プレイヤーから受信 

 

15:00 ERCへ説明 

 
・手書き更新なし。（更新情報なし） 

15:10 ERCへ説明 

 
・内部スプレイポンプによる代替炉心注水開始
時刻（14:59）を追記。 

③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
15:22 ERCへ説明 

 

 
・SBOに伴う A,B内部スプレイポンプ停止
（15:10）を踏まえ、当該ポンプによる炉心注
水手段および CVスプレイ手段を削除。 
・恒設代替低圧注水ポンプによる炉心注水およ
び原子炉下部キャビティ注水ポンプによる CV
スプレイの準備完了予定時刻を 15:40に変更
（2u号機間電力融通による電源復旧待ち）。 
・B非常用 DGの復旧完了予定時刻を 16:00頃
に変更。 
・炉心損傷予想時刻を 15:50に変更（14:59～

15:10内部スプレイポンプによる代替炉心注
水による予想時刻の変更） 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 

24



4 

 
発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
15:20 
3uCOP2
④ 

15:26 発電所プレイヤーから受信 

 

15:27 ERCへ説明 

 
・手書き更新なし。（更新情報なし） 

15:46 ERCへ説明 

 
・2u号機間電力融通による電源復旧（15:42）
を踏まえ、恒設代替低圧注水ポンプによる炉
心注水および原子炉下部キャビティ注水ポン
プによる CVスプレイが可能となる旨、報告
（赤マーカー部） 

③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
15:48 ERCへ説明 

 
・恒設代替低圧注水ポンプによる炉心注水開始
時刻（15:44）を追記。 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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5 

 
発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
15:45 
3uCOP2
⑤ 

15:50 発電所プレイヤーから受信 

 

15:52 ERCへ説明 

 
・手書き更新なし。（更新情報なし） 

16:04 ERCへ説明 

 
・B-RHRPによる炉心注水開始時刻（15:55）
を追記。 

③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
16:06 ERCへ説明 

 
・B-M/D-AFWPによる SG給水開始時刻
（15:50）を追記。 

16:09 ERCへ説明 

 
・C,D内部スプレイポンプトリップ（16:05）を
踏まえ、当該ポンプによる CVスプレイ手段
を削除。 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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6 

 

 
  

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
16:10 
3uCOP2
⑥ 

16:29 発電所プレイヤーから受信 

 

16:32 ERCへ説明 

 
・手書き更新なし。（更新情報なし） 

説明実績なし（訓練終了） 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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7 

 

 

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
13:50 
3uCOP3
① 

13:56 発電所プレイヤーから受信 

 

13:58 ERCへ説明 

 
・手書き更新なし。（更新情報なし） 

14:21 ERCへ説明 

 
・T/D-AFWP自動停止（14:10）を踏まえ、当
該ポンプの運転状況を「×」に修正。 

③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
説明実績なし 

 
・A-M/D-AFWPトリップ（14:20）を踏まえ、
当該ポンプの運転状況を「×」に修正。 
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8 

 

 
  

発行時間 ④ PS発行版 ⑤ ERC説明版 ⑥ ②以降の説明補助者による随時更新版 
14:30 
3uCOP3
② 

14:47 発電所プレイヤーから受信 

 

説明実績なし 

 
・A-CH/SIP停止、C-CH/SIPおよび A-RHRP
起動失敗（14:40）を踏まえ、当該ポンプの運
転状況を「×」に修正。 
・A,B内部スプレイポンプによる代替炉心注水
開始を踏まえ、当該ポンプの運転状況を
「〇」に修正。 
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9 

 

 
  

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
14:50 
3uCOP3
③ 

14:59 発電所プレイヤーから受信 

 

15:02  ERCへ説明 

 
・手書き更新なし。（更新情報なし） 

説明実績なし 

 
・蛍光ペン着色により A,B内部スプレイポンプ
による代替炉心注水ラインを明示。 
・A非常用 DGトリップを踏まえ、当該機器の
運転状況を「×」に修正 
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10 

 

 
  

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
15:20 
3uCOP3
④ 

15:26 発電所プレイヤーから受信 

 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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11 

 

 
  

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
15:45 
3uCOP3
⑤ 

15:50 発電所プレイヤーから受信 

 

16:21  ERCへ説明 

 
・蛍光ペン着色により炉心注入ライン、CVス
プレイラインを明示。 
・再循環切替予定時刻（16:40）を追記。 
・B非常用 DG復旧、起動を踏まえ、当該機器
の運転状況を「〇」に修正 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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12 

 

 
  

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
16:10 
3uCOP3
⑥ 

16:29 発電所プレイヤーから受信 

 

説明実績なし（訓練終了） 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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13 

 

 

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
13:50 
3uCOP4
① 

13:56 発電所プレイヤーから受信 

 

14:04 ERCへ説明 

 
・手書き更新なし。（更新情報なし） 

14:30 ERCへ説明 

 
・中央制御室からの A,B空冷 DG起動不可の時
刻（13:40）を追記。 

③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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14 

 

  

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
14:30 
3uCOP4
② 

14:47 発電所プレイヤーから受信 

 

14:34  ERCへ説明 

 
・手書き更新なし。（更新情報なし） 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 

35



15 

 

 
  

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
14:50 
3uCOP4
③ 

14:59 発電所プレイヤーから受信 

 

15:04  ERCへ説明 

 
・ERC質問（号機間電力融通のためのケーブル
準備にどのくらいかかるか）に対する回答と
して該当箇所を蛍光ペン着色により明示。 
・即応 C説明箇所（恒設代替低圧注水ポンプの
準備完了時刻）を蛍光ペン着色により明示。 
・内部スプレイポンプによる代替炉心注水開始
時刻（14:59）を追記。 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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16 

 

 
  

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
15:20 
3uCOP4
④ 

15:26 発電所プレイヤーから受信 

 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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17 

 

 
  

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
15:45 
3uCOP4
⑤ 

15:50 発電所プレイヤーから受信 

 

説明実績なし 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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18 

 

 

発行時間 ① PS発行版 ② ERC説明版 ③ ②以降の説明補助者による随時更新版 
16:10 
3uCOP4
⑥ 

16:29 発電所プレイヤーから受信 

 

説明実績なし（訓練終了） 

 
・追加の手書き更新なし。（更新情報なし） 
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２０１９年度 美浜原子力防災訓練
情報フロー

（訓練後の評価）

別添ー４
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発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練前説明〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

災害時

対応ＤＢ

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者
４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡
（FAX/電話）

通報・連絡
（FAX/電話）

情報連絡
（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

傍聴

災害時

対応ＤＢ

[発電班]

COP作成

②´概略系統図

②´設備状況シート

③´事故収束戦略

検討シート
[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

１

１

電子ＷＢ（注１）

電子ＷＢ（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

（注１）発電所対策本部体制が確立するまでの初動
対応時の情報共有において主に使用する。

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

※３

電話会議
（発電所内集音）

※４

電話会議
（受話のみ）

※４

※４

発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練後評価〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

災害時

対応ＤＢ

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者
４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡
（FAX/電話）

通報・連絡
（FAX/電話）

情報連絡
（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

傍聴

災害時

対応ＤＢ

[発電班]

COP作成

②´概略系統図

②´設備状況シート

③´事故収束戦略

検討シート
[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

１

１

電子ＷＢ（注１）

電子ＷＢ（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

（注１）発電所対策本部体制が確立するまでの初動
対応時の情報共有において主に使用する。

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

※３

電話会議
（発電所内集音）

※４

電話会議
（受話のみ）

※４

※４
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①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

通報・連絡
（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑨通報文送信（FAX）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして
ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知
口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報
メモ

情報管理

⑩情報メモ

⑫口頭、情報メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）
情報メモ（書画）

①SPDS監視
TV会議専任者

⑦情報班長は通報文案を作成
⑧副本部長が通報文案を

チェック

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑩着信確認（電話）

H30美浜訓練課題の改善
情報伝達漏れチェック

⑪情報漏れチェック

⑦本部内集音
（電話会議） ⑦口頭（電話会議）電話会議

⑨情報メモ作成

①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練後評価〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

通報・連絡
（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑨通報文送信（FAX）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして
ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知
口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報
メモ

情報管理

⑩情報メモ

⑫口頭、情報メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）
情報メモ（書画）

①SPDS監視
TV会議専任者

⑦情報班長は通報文案を作成
⑧副本部長が通報文案を

チェック

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑩着信確認（電話）

H30美浜訓練課題の改善
情報伝達漏れチェック

→良好

⑪情報漏れチェック

⑦本部内集音
（電話会議） ⑦口頭（電話会議）電話会議

⑨情報メモ作成

42



本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

④報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク）、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

③発電班等※にて
COP３，４作成、DB登録TV会議専任者

④連絡
（マイク）

②各班
・活動内容のDB登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（DB）

⑥口頭、COP他
資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

⑨COP手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）

②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練前説明〕

情報班

⑤時系列作成

⑥本部内集音
（電話会議）

電話会議

④COP

⑨情報メモ

H30美浜訓練課題の改善
情報伝達漏れチェック

⑪情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

⑧情報
メモ

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

④報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク）、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

③発電班等※にて
COP３，４作成、DB登録TV会議専任者

④連絡
（マイク）

②各班
・活動内容のDB登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（DB）

⑥口頭、COP他
資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

⑨COP手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）

②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練後評価〕

情報班

⑤時系列作成

⑥本部内集音
（電話会議）

電話会議

④COP

⑨情報メモ

H30美浜訓練課題の改善
情報伝達漏れチェック

→良好

⑪情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

⑧情報
メモ

新規課題
情報メモの情報量不足（時間等）
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本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭(マイク) 、COP）

④報告（口頭（マイク）、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）
〔訓練前説明〕

①SPDS監視

②発電班等にて
COP２作成、DB登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
TV会議専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

H30美浜訓練課題の改善
情報伝達漏れチェック

⑩情報漏れチェック

③COP

⑧情報メモ作成

⑨情報
メモ

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭(マイク) 、COP）

④報告（口頭（マイク）、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）
〔訓練前後評価〕

①SPDS監視

②発電班等にて
COP２作成、DB登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
TV会議専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

H30美浜訓練課題の改善
情報伝達漏れチェック

→良好

⑩情報漏れチェック

③COP

⑧情報メモ作成

⑨情報
メモ
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本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

④報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク）、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

情報管理

保修班

③発電班等※にて
COP２作成、DB登録

TV会議専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

①SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練前説明〕

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

H30美浜訓練課題の改善
情報伝達漏れチェック

⑩情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報
メモ

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

④報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク）、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

情報管理

保修班

③発電班等※にて
COP２作成、DB登録

TV会議専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

①SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練後評価〕

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

H30美浜訓練課題の改善
情報伝達漏れチェック

→良好

⑩情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報
メモ
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社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練前説明〕

①質問 （口頭
（TV会議））

⑪回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

③回答作成依頼
（QAメモ）

関係班

⑤必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（QAメモ）

④回答作成依頼
（QAメモ）

⑨回答連絡（QAメモ）

⑦回答連絡（口頭（電話）

⑧所管の班・係
QAメモに回答記入

原子力設備班
（情報係）

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

②情報・QAメモ作成、DB入力

⑫口頭（電話、QAメモ） ⑬回答
（口頭（QAメモ）

②口頭（電話）

⑥回答作成

⑪口頭（QAメモ）

マイク常時ＯＮ

社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練後評価〕

①質問 （口頭
（TV会議））

⑪回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

③回答作成依頼
（QAメモ）

関係班

⑤必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（QAメモ）

④回答作成依頼
（QAメモ）

⑨回答連絡（QAメモ）

⑦回答連絡（口頭（電話）

⑧所管の班・係
QAメモに回答記入

原子力設備班
（情報係）

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

②情報・QAメモ作成、DB入力

⑫口頭（電話、QAメモ） ⑬回答
（口頭（QAメモ）

②口頭（電話）

⑥回答作成

⑪口頭（QAメモ）

マイク常時ＯＮ

新規課題
軽微なＱＡの処理フローの明確化
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即応Ｃ情報チーム体制 ［２０１９．１０ 美浜訓練］

配置

国
Ｔ
Ｖ
会
議

ＥＲＣ説明者

説明補助者
②

ＥＲＣ説明者
部長

チーム長

部長

ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

説明補助者
①

電子ＷＢ 美浜

ＱＡ対応者

ＱＡ対応者

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ヘッドホン

（美浜２ｃｈ）

マイク

（ＮＲＡ）

マイク

（ＮＲＡ）

マイク

（ＮＲＡ）

マイク

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（美浜２ｃｈ）

書画装置

（ＮＲＡ）

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ係

電子ＷＢ 美浜

電子ＷＢ 電子ＷＢ

ヘッドホン

（ ２ｃｈ）

ＳＰＤＳ

ＳＰＤＳ

卓上スピー
カー（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ ２ｃｈ）

ＷＢ 美浜

説明補助者
②

情報フロー（美浜）

美浜
ＴＶ会議専任者

ＴＶ会議 ＰＳｳｫｯﾁｬｰ 情報メモ

１－３複写

美浜
本部内音声

電話会議

音
声
ミ
キ
サ
ー
（
調
整
可
）

室
内
音
声

即応Ｃ

Ａ部屋

・
確
定
情
報

・
不
確
定
情
報
（
速
報
）

・
確
定
情
報
の
メ
モ
化

情
報

メ
モ

即応Ｃ

情報係

・通報票
・オフサイト情報等

メモ１

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｃ
Ｏ
Ｐ

美浜

対策本部

サーバ
登録

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ

手書き

ＣＯＰ

ＥＲＣ説明者

発
話

ネ
タ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ係

メモ３

・
Ｗ
Ｂ
板
書

・
情
報
連
携

漏
れ
チ
ェ
ッ
ク

・
発
話
情
報
整
理

・
重
要
情
報
の
確
認

・
Ｑ
Ａ
管
理

ＥＲＣ

説明

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
更
新

・
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
監
視

チーム長
部長

・ＥＲＣ対応の全体を監視し、必要な監督・フォロー
（２人同時に席を外さない）

ＥＲＣ説明者

部長
メモ３

説明補助者
①

メモ２

美浜

対策本部

・
そ
の
他
情
報

電
子W

B

（板書後）

即応Ｃ情報チーム体制 ［２０１９．１０ 美浜訓練］

即応Ｃ

ＩＣ補佐

ＰＳｳｫﾁｬｰ

情報メモ

Ａ

メモＡ

赤字：２０１９．２ 美浜訓練からの改善事項
・情報連携漏れのチェック機能
・電子ＷＢの導入

・ＴＶ会議専任者発話情報の明確化
↓
良好
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ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ＱＡ対応者
説明補助者

②

ＥＲＣ説明者
部長

即応Ｃ情報チーム体制 ［２０１９．１０ 美浜訓練］

ＱＡ対応（美浜）

・
質
問
票
作
成
（
リ
エ
ゾ
ン
質
問
の
み
）

・
質
問
票
の
配
布

・
回
答
作
成
状
況
の
確
認

即応Ｃ

情報係

質問票

Ａ~Ｃ

ＥＲＣ説明者

回
答

質問

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

回答

説明補助者
①

・
未
回
答
事
項
の
質
問
票
作
成

・
Ｑ
Ａ
リ
ス
ト
管
理

ＱＡ対応者

Ｄ票

即応Ｃ

回答作成箇所

ＡＢ票

Ｃ票

回答

回答

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン

リエゾン質問

リエゾン回答

新規課題
軽微なＱＡの処理フローの明確化
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1 

  

 
美浜原子力防災訓練 課題改善検証シート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「評価結果」には下記のいずれかを記載する。 

評価結果 評価結果の判断基準 

４ 評価の視点で必要とされる内容について、十分に達成できている。 

３ 評価の視点で必要とされる内容について、一部を除き達成できている。 

２ 評価の視点で必要とされる内容について、半数近く達成されていない。 

１ 評価の視点で必要とされる内容について、ほとんど達成できていない。 

－ 今回の訓練では評価できない項目である。 

 

 

■評価対象：   発電所本部運営     

 

 

評価期日 2019年 10月 18日              

  

検証項目： 

１．ＩＣＳに基づく指揮命令系統に基づいた指示・報告の確認 

２．ＴＶ会議専任者によるＣＯＰ・ＳＰＤＳを活用した本店対策本部（若狭）への情報

伝達の確認 

 

49
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2 

  

 

  

Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

１ 
ＩＣＳに基づく指揮命令系統に基づい

た指示・報告の確認 

■本店対策本部（若狭）に対して、負傷者情報等について、遅滞なく報告できること。 

① 負傷者発生情報をＩＣＳの指揮命令系統に基づき、情報元の総務指揮者から情報を入

手（現場と直接連絡していない）できていることを確認する。 

② 負傷者発生情報を現場からの連絡から 15 分以内に本店対策本部（若狭）に報告でき

ていることを確認する。 

③ 本店対策本部（若狭）と情報連携に使用する社内 TV 会議システムの操作方法を理解

し、意思疎通（複数回の言い直し、聞き直しがない）ができていることを確認する。 

④ 発電所における自然災害の状況（地震の震度、加速度 津波の有無、高さ）等の情報

を入手次第、報告できていることを確認する。 

4 

（訓練シナリオ上のチェックポイント） 

シナリオ ① ② ③ ④ 備考 

 

13：30 地震発生の連絡 

 
－ － － ４ 

④報告実績時間【１３：４１】 

 

13：45 現場からの負傷者発生２名（汚染あり）の連絡 

（初動体制構築後の輻輳時および複数の負傷者発生に対し対応できる

かの確認） 

 

４ ４ ４ － 

②報告実績時間【１３：４７】 

 

14：37 現場からの負傷者発生１名（汚染なし）の連絡 

（プラント情報と負傷者情報の選別が行えるかの確認） 
 

４ ４ ４ － 

②報告実績時間【１４：５０】 
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3 

  

 

 

Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

2 

ＴＶ会議専任者によるＣＯ

Ｐ・ＳＰＤＳを活用した本店

対策本部（若狭）への情

報伝達の確認 

■本店対策本部（若狭）に対して、ＣＯＰ・ＳＰＤＳを活用しプラント状態を伝達しているか確認する。 

① 必要な情報（事故・プラント状況、進展予測・対応戦略、戦略の進捗、ＥＡＬ判断理由）をＣＯＰまたはＳ

ＰＤＳの画面を閲覧し入手している事を確認する。 

② 重要情報（ＳＥ・ＧＥ、事故収束戦略、負傷者情報）を情報入手した際は、本店対策本部（若狭）内の状

況を踏まえ、カットインできていることを確認する。 

③ 明確な発話（ＣＯＰナンバー、サイト名、号機、時刻）ができていることを確認する。 

④ 数字を含む重要な情報（ＥＡＬ実績時間等）は、「発話の繰り返し」ができていることを確認する。 

4 

（訓練シナリオ上のチェックポイント） 

シナリオ ① ② ③ ④ 備考 

13:50～14:00 情報共有会議 

Ｍ３：地震による原子炉トリップ、Ｂ－ＤＧ起動失敗［ＡＬ２５］、空冷ＤＧ起動不可（遠隔、現地） 
４ － ４ ４ 

 

14:30～14:40 第１回ブリーフィング 

Ｍ３：ＳＦＰ水位低下［ＡＬ３０起点］、２次系冷却開始、Ｔ／Ｄ－ＡＦＷＰトリップ［ＡＬ２４］、Ｍ／Ｄ－ＡＦＷＰトリッ

プ（ＳＧ水位ＮＲ０％）［ＳＥ２４］ 

４ ４ ４ ３ 

 

15:20～15:30 第２回ブリーフィング 

Ｍ３：ＬＯＣＡ発生、ＥＣＣＳ作動［ＡＬ４２］、高圧・低圧注入ポンプ起動失敗［(ＳＥ２１)ＧＥ２１］、ＣＶスプレイ設定

値到達、Ａ－ＣＶスプレイポンプによる代替炉心注水、ＳＦＰ水位低下継続［ＡＬ３０］、 

ＳＦＰ漏洩停止、ＳＢＯ発生［ＳＥ２５の起点］、炉心出口温度３５０℃［ＳＥ４２］ 

４ － ４ ３ 

 

15:45～15:55 第３回ブリーフィング 

Ｍ３：ＳＢＯ３０分継続［ＳＥ２５］、２ｕ空冷ＤＧからの号機間電源融通、恒設代替低圧注水ポンプによる代替炉

心注水、下部キャビティ注水ポンプによる代替ＣＶスプレイ、Ｂ－ＤＧ復旧、Ｂ－Ｍ／Ｄ－ＡＦＷＰ起動、 

Ｂ－ＲＨＲＰ起動 

    

実施せず 

16:00～16:45   

Ｍ３：Ｂ系ＣＶスプレイ起動失敗、原子炉下部キャビティ注水ポンプを使用したＣＶスプレイ停止、Ｂ－ＲＨＲＰ

再循環切替、ＳＷＳ＆ＣＣＷＳ既設設備を用いたＣＶ自然対流冷却準備の開始 

４ － ４ ４ 
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別添－６ 

1 
 

美浜発電所３号機 防災訓練主要シナリオと EAL発信の妥当性について 

 

時刻 プラント事象（美浜１号） プラント事象（美浜２号） プラント事象（美浜３号） EAL EAL説明 EAL判断の妥当性 
EAL判断 

時刻 

事象 
発生前 

廃止措置段階 廃止措置段階 定格熱出力一定運転中     

13:30 地震発生（美浜町：震度６弱） 
 

・外部電源喪失 
・A-DG起動失敗（SBO発生） 
・SFP冷却水配管漏洩発生 

地震発生（美浜町：震度６弱） 
 

・外部電源喪失 
・A-DG起動失敗（SBO発生） 

地震発生（美浜町：震度６弱） 
・原子炉トリップ 

・外部電源喪失 
→A-DG起動成功、B-DG起動失敗 
・SFP冷却水配管漏洩発生 

AL 
(地震) 

当該原子力事業所所在市町
村において震度６弱以上の

地震が発生。 

美浜町において震度６弱の地震が
発生したことから AL（地震）を判

断した。 

 

13:45  ・SFP水位低下停止  AL25 全ての非常用交流母線から
の電気の供給が 1系統のみ
となった場合で当該母線へ

の電気供給が１つの電源の
みとなり、その状態が 15分
以上継続。 

B-DG起動失敗により非常用交流母
線への電源供給が A-DGのみとな
ったことを 13:35に判断し、15分

継続したため、13:50に発電所対
策本部長が AL25を判断した。 
・B-DG起動失敗：訓練情報付与

に基づき、訓練プレイヤーが
判断を実施。判断は妥当と考
える 

・AL25：訓練プレイヤーが実時
間で判断を実施。判断は妥当
と考える 

 

13:50 
 

13:55   ・SFP水位 EL+31.0m到達     

14:00   ・2次系冷却開始     

14:10   ・T/DAFWP自動停止 AL24 蒸気発生器への全ての主給

水が停止した場合におい
て、M/DAFWP又は T/DAFWPの
よる給水機能が喪失するこ

と。 

プラント停止により全ての主給水

が停止している状態で、蒸気発生
器への給水が A-M/DAFWP1台のみ
となったことを確認し、14:10に

発電所対策本部長が AL24を判断
した。 
AL24：訓練プレイヤーが実時間 

で判断を実施。判断は妥当と考
える 
 

14:10 

14:13   ・SFP水位低下停止     

14:20   ・A-M/DAFWPトリップ SE24 蒸気発生器への全ての給水

機能が喪失 

全ての蒸気発生器の狭域水位が 0%

未満となっている状態で、A-
M/DAFWP停止により、全ての給水
機能が喪失したことを確認し、

14:22に発電所対策本部長が SE24
を判断した。 
SE24：訓練プレイヤーが実時間 

で判断を実施。判断は妥当と考
える 
 

14:22 
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2 

 
時刻 プラント事象（美浜１号） プラント事象（美浜２号） プラント事象（美浜３号） EAL EAL説明 EAL判断の妥当性 

EAL判断 
時刻 

14:30 ・SFP温度計故障 ・SFP水位計故障      

14:40 ・SFP水位低下停止  ・LOCA発生 

・ECCS作動 
・A-CH/SIPトリップ 
・C-CH/SIP起動失敗 

・A-RHRP起動失敗 
・CVスプレイ設定値到達 
・A,B-CSP起動 

AL42 

SE21 
GE21 

AL42 

単一障壁の喪失又は喪失の
可能性 
 

SE21 
原子炉冷却材漏えい時にお
ける非常用炉心冷却装置に

よる一部注水不能 
 
GE21 

原子炉冷却材漏えい時にお
ける非常用炉心冷却装置に
よる注水不能 

 

AL42 

LOCAにより「Pz圧力」又は「Pz
水位及び Pz圧力」が ECCS作動を
必要とする設定圧力、水位以下と

なったことを確認し、14:43に
AL42を発電所対策本部長が判断し
た。 

SE21､GE21 
A,C-CH/SIP、A-RHRP起動失敗、B-
CH/SIP、B-RHRP電源無による起動

不可であり、ECCSによる全ての注
水不能状態となっていることを確
認し、14:43に発電所対策本部長

が SE21、GE21を判断した。 
AL42、SE21、GE21：訓練プレイ 
ヤーが実時間で判断を実施。判 

断は妥当と考える 

AL42 

14:43 
SE21､GE21 
14:43 

 

14:55    AL30 使用済燃料貯蔵槽の冷却機
能喪失のおそれ 

 

SFP ﾎﾟﾝﾌﾟの入口ﾗｲﾝ漏れにより
SFP水位が 13:55に EL.31.0m以下

となり、1時間継続したことを確
認し、14:55に発電所対策本部長
が AL30を判断した。 

AL30：訓練プレイヤーが実時間 
で判断を実施。判断は妥当と考
える 

14:55 

14:59   ・A,B-CSPによる RHRS-CSS 
連絡ラインでの炉心注入 

    

15:10   ・A-DGトリップ（SBO発生）     

15:11 ・空冷 DG起動 

→4-1A/B空冷 DG母線しゃ断器
故障 

      

15:20 ・空冷 DG停止       

15:25 ・SFP区域エリアモニタ（R-5）
故障 

      

15:32   ・炉心出口温度 350℃到達 
・炉心出口温度 指示値ダウン 

SE42 ２つの障壁の喪失又は喪失
の可能性 

LOCAによる「原子炉冷却系障壁の
喪失」状態において炉心出口温度
の最高値が 350℃以上となり「燃

料被覆管障壁が喪失するおそれ」
となり、２つの障壁の喪失又は喪
失の可能性となったことを確認

し、15:33に発電所対策本部長が
SE42を判断した。 
SE42：訓練プレイヤーが実時間 

で判断を実施。判断は妥当と考
える 

15:33 
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3 

 

 

時刻 プラント事象（美浜１号） プラント事象（美浜２号） プラント事象（美浜３号） EAL EAL説明 EAL判断の妥当性 
EAL判断 
時刻 

15:40    SE25 全交流電源の３０分以上喪

失 

A-DG ﾄﾘｯﾌﾟ(15:10)による全交流電

源喪失が 30分継続したことを確
認し、15:40に発電所対策本部長
が SE25を判断した。 

SE25：訓練プレイヤーが実時間 
で判を実施。判断は妥当と考え
る 

15:40 

15:42  ・B空冷 DG起動 ・2u空冷 DGを使用した号機間
電力融通開始（電源復旧） 

    

15:44   ・恒設代替低圧注水ポンプ起
動、炉心注水開始 

・原子炉下部キャビティ注水ポ

ンプ起動、CVスプレイ開始 

    

15:50   ・B-DG復旧、起動     

15:55   ・B-RHRP起動→炉心注水開始 
（恒設代替低圧注水ポンプによ
る炉心注水停止） 

    

16:05   ・C,D-CSP起動失敗 
→原子炉下部キャビティ注水ポ

ンプによる CVスプレイ継続 

    

16:35 訓練終了 
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